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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群の発端者や孤発例の無症候例を症

状発現前に発見するのは困難であり，健康診断や他

疾患で受診した際の心電図による偶然に頼らざるを

えないのが現状である．今回，当院で経験した

Brugada症候群によるニアミス（心臓突然死からの

ニアミス後にBrugada症候群と診断された2症例の検討
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Brugada症候群によるニアミス2症例の自然歴，経過を検討し，症状発現前に危

険を察知しえたか否かを検証した．症例1は32歳，男性．夕食後に突然卒倒し，除

細動抵抗性の心室細動（VF）のため心肺蘇生を継続しながら当院へ搬送され救命され

た．失神歴，突然死の家族歴はなく，心電図異常を指摘されたこともなかったが，

状態改善後に2 mm以上のcoved型ST上昇を認め，心臓電気生理検査でVFが誘発

されたためBrugada症候群と診断し，植込み型除細動器（ICD）の植込みを施行した．

症例2は31歳，男性．早朝に倒れ，救急隊到着時にVFであったため除細動が行わ

れ当院へ搬送された．入院前に失神の既往はなく，心電図異常を指摘されたことも

なかったが，祖父，従兄弟が突然死していた．状態改善後のピルジカイニド負荷試

験が陽性であったためBrugada症候群と診断し，ICD植込みを施行した．2症例と

もそれまで全く症状がなく，健康診断で心電図異常を指摘されたこともなかった．

症例1は孤発例であったが，症例2は突然死の家族歴を有しており，事前に精査の

余地があったと考えられる．突然死をきたす危険性のあるBrugada症候群が存在し，

その診断には特徴的な心電図所見とともに突然死の家族歴も重要な手がかりとなる

ことを健康診断にかかわる医療従事者，および一般社会に啓蒙していくことが重要

と考えられる．
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蘇生）2症例の自然歴，経過を検討し，症状発現前に

危険を察知しえたか否かを検証した．

Ⅱ．症　例　1

32歳，男性．平成15年10月15日，夕食後に突然

卒倒し，心肺停止となった．隣人が駆けつけ心臓マッ

サージを開始し，救急隊到着時には心室細動（VF）

であったため除細動を4回施行したが無効であった．

心肺蘇生を継続しながら当院へ搬送となり，リドカ

イン，マグネシウム，ニフェカラントを投与後の除

細動でようやく洞調律に復したが，約1時間の心肺

蘇生を要した．蘇生直後から施行した脳低体温療法

が奏功し，やがて意識レベルはほぼ改善した．入院

前に失神歴はなく，突然死の家族歴もなかった．ま

た，心電図異常を指摘されたこともなかった．全身

状態改善後の安静時12誘導心電図では，V2誘導に

type 1型1）に相当する2 mm以上のcoved型ST上昇

を認め（図1），加算平均心電図は陽性であった．心

臓電気生理検査では右室心尖部からの2発早期刺激

で容易にVFが誘発された．

これらの所見からBrugada症候群と診断し，植込

み型除細動器（ICD）の植込みを施行した．ニアミス

後1年以内に，VFによるICD作動を1回認めている．

Ⅲ．症　例　2

31歳，男性．平成16年5月12日午前6時ごろ，自

室でうめき声を発して意識消失．呼吸と脈がないた

め，父親が心臓マッサージを開始して救急車を要請

した．救急隊到着時にVFであったため直ちに除細

動が行われ洞調律に復した後，当院へ搬送された．

入院前に失神の既往はなく，心電図異常を指摘され

たこともなかったが，祖父が50歳で，母方の従兄弟

が24歳で突然死していた．状態改善後の安静時12

誘導心電図ではV1誘導に2 mm以下のsaddle-back

型ST上昇を認めるのみであったが（図2），加算平均

心電図は陽性であった．ピルジカイニド負荷試験

（1mg/kg静注）でV2誘導にJ波上昇＞2mmを認めた

ためBrugada症候群と診断し，ICD植込みを施行した．

ICD植込み後，6ヵ月の間にVFによるICD作動を

6回認めたためシロスタゾール投与を開始し，以後

VFは認めていない．

Ⅳ．考　　　察

2症例ともにニアミスとなった初回発作まで全く

症状がなく，学校，会社の健康診断で心電図異常を

指摘されたこともなかった．孤発例である症例1は
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図1 症例1の安静時12誘導心電図（25 mm/sec，10 mm＝1mV）
V2誘導にtype 1型ST上昇を認める．



事前に危険を察知することは不可能であったが，症

例2は近親の男性が若年および壮年で2名突然死し

ており，事前に精査の余地があったと考えられる．

突然死の家族歴はBrugada症候群の心臓突然死，

心室細動発生の独立した危険因子としては報告され

ていないが2），診断に際しては重要な臨床項目の一

つである1）．本邦では，健康診断時の12誘導心電図

で1 mm以上のsaddle-back型またはcoved型ST上

昇が全体の約0.16～0.70％で発見されると報告され

ているが3），4），Brugada型心電図は日内変動を示す

ため見逃される例も少なくない．健康診断では心電

図のみならず，突然死の家族歴の問診も無症候性

Brugada症候群スクリーニングのためには重要と思

われる．

しかしながら，Brugada症候群の家系で突然死の

原因を調べたところ約50％はBrugada症候群と関連

がなかったとも報告されており5），突然死の家族歴

の聴取に際しては詳細を把握するよう努める必要が

ある．突然死をきたす危険性のあるBrugada症候群

が存在し，その診断には特徴的な心電図所見ととも

に突然死の家族歴も重要な手がかりとなることを健

康診断にかかわる医療従事者，および一般社会に啓

蒙していくことが重要と考えられる．今回報告した

2症例ともにニアミス後にICD植込みを行い，その

後比較的短期間にVF再発を認めている．ニアミス

症例にVF再発が多いのは周知のことであるが2），全

く症状のなかった症例がなにをきっかけとして，な

ぜ有症候となるのかはいまだ不明であり，今後の研

究が必要である．
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図2 症例2の安静時12誘導心電図（25 mm/sec，10 mm＝1mV）
V1誘導に2mm以下のsaddle-back型ST上昇を認める．
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